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進路だより No.2 

 文責 岩田 和輝 

 

気になる、公立入試制度の変更は！？ 

 前回の進路だよりの No.1にて、これからたくさんの進路の情報や必要な手続き等について発信していくとお伝えしたかと思

います。No.2では、公立入試制度の変更について、簡単に説明します。これが全てではないことと、今後決まっていくこともあ

ることを理解した上で、自分の進路と向き合うきっかけの一つにしてくれたらと思います。 

 

[旧制度と新制度の違い] 
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 上記のように、旧前期・中期がコンパクトにまとまるイメージを持っていただけたらと思います。今後決まっていくことも含めて、

進路だよりや進路保護者会（6月下旬ごろ予定）で説明、発信していけたらと考えております。 

前期選抜 

（昨年度：2/17・18実施） 

○1校 1学科志望可能 

○受験校・方式によって、

面接や独自の学力検査

などあり 

○募集定員に関して、普通

科は定員の 30％募集、

専門学科は 100％募集

が多い。 

中期選抜 

（昨年度：3/6実施） 

○3校3学科まで志望可能 

○共通の学力検査を実施 

○募集定員に関しては、z 

全体定員から前期選抜 

の募集定員を差し引いた 

ものとなる。 

後期選抜 

（昨年度：3/24実施） 

○前期・中期選抜で募集 

人員に相当な欠員が出 

た場合にのみ実施。 

 

後期選抜 

 

○前期選抜で募集人員に

相当な欠員が出た場合

にのみ実施。日程の変更

はあるが、方式等は旧制

度と大きく変更なし。 

 

前期選抜 

（2/18・19実施予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※独自枠・共通枠の教科や日程の詳細は今後決定していく予定 

 

翔 （かける） 

独自枠 

（旧前期選抜と似ている） 

○1校 1学科志望可能 

○受験校・方式によって、

面接や独自の学力検査

などあり 

○募集定員に関しては定

員に対し、100％or50％ 

共通枠 

（旧中期選抜と似ている） 

○3校 3学科まで志望可能 

○共通の学力検査を実施 

○募集定員に関しては、全 

体定員から独自枠の募 

集定員を差し引いたもの 

となる。 

 

（メリット） 

○大半の合格判定が卒業前に行われることによる、生徒 

への精神的負担の軽減。 

○日程をまとめ、受検回数を減らすことによる生徒への 

体力的負担の軽減。 

（デメリット） 

○独自枠と共通枠の日程がまとまることにより、以前まで

のように、前期の結果を見てから、中期の受検校を変

更することができない。 

 （計画的な受検校決定が必要となる。） 


